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1937年 樺太敷香（しくか）町生れ、次男（祖父の孫の一字を受け継ぐ）
祖父の孫市氏が樺太にわたり渡辺金物店を営む。
父の遜（ゆずる）氏は建設された王子製紙㈱敷香工場に勤務。

1945年終戦～3年間 ロシア人との交流、ロシア語授業あり
1949年 東京の王子小学校卒業、立教中学入学
1952年 名古屋市の東海高校入学 バンカラ、高下駄通学
1960年 名古屋大学工学部金属学科卒業

住友金属工業㈱入社、和歌山製鉄所からスタート
1997年 鹿島製鉄所技術部長 住友金属工業支配人 鹿島日本ステンレス所長
2012年 埼玉大学理工学研究科修士課程（環境制御工学）卒業

統括本部化学技術振興支援実行委員会委員長（中山委員として参加）
2014年～2018年 日本技術士会埼玉県支部 第2代支部長
2019年 名誉支部長
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〇和歌山製鉄所時代の8年間
高度成長期が始まる時期
1000トン高炉、厚板やコールドストリップ工場建設
住金が新しく鋼板事業へ進出

大学から始めたボート（全日本選手権準決勝）を漕ぎたくて、3名でボート
部
設立、1963年の新潟国体よりナックルフォアで参加
→ カラオケに行くと、「琵琶湖周航の歌」が十八番

〇鹿島製鉄所時代
・和歌山と違った考え方を意識的にとって世界一をめざした。昭和40年代は、
深絞り用自動車鋼板の量産技術の開発を理化学研究所とのプレス成形性共同
研究会を行い推進。やがて、日本の鉄鋼業界の協力体制が素晴らしく、この
技術分野は世界一となった。
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・続いて、石油やガス運搬用のラインパイプ用大径鋼管量産、連続鋳造、連続
圧延、連続焼鈍などが推進され、日本の鉄鋼生産技術が世界の最先端となる。
→ このような時代に製鉄所でその一端に触れられたことは幸せ者

・フランスの製鉄所で技術援助、イランのパイプ工場にはクレームや商談でよ
く行った。
・日本鉄鋼協会での品質管理部長、日本ステンレスとの合併事業経験

・ここでも自然にボートの設立成功
利根川沿いの環境もあり、潮来高校からの優秀
なボート選手が入部した。

今では、日本製鉄㈱ボート部として、常に優勝
目指して頑張っている。遺伝子の伝導。
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〇第２の人生
・技術士個人事務所としての初仕事
サラリーマン時代に関係のあった焼却設備製造会社との仕事で、「焼却残渣
の炭化物」の調査を埼玉大学に相談した結果、修士課程で若い学生と一緒に
研究することになった。→ 渡辺さんの紳士的で温和な性格と探求心の凄さ

・日本技術士会での活動開始
住友金属工業に40年間勤務し、退社後に技術士登録し、金属部会に入会、日
本技術士会の生活が始まった（63歳？頃～）。
2002年：埼玉県技術士会発足、日本技術士会中小企業活性化研究会
2012年：日本技術士会埼玉県支部発足

県在住の技術士全員が埼玉県支部会員へ移行（950名規模へ）
「一般社団法人技術士さいたま、NPO法人彩の国技術士センター」
も同時に立ち上げた。
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・日本技術士会科学技術振興支援実行委員会の委員長（2012年～）

科学技術振興機構(JST)主催のサイエンス
アゴラが2009年より始まり、2012年に初めて、
上記委員会で出展した(in日本科学未来館)。
確か理科実験などに熟練した技術士3名
を抜擢し、実演付きで2日間実施した。

2012年がきっかけになり、コロナ禍前の
2019年までは毎年上記委員会で出展した。

→ 渡辺さんの成果だと思います。
毎年テーマがあり、最近では、
新しい知識や創造の推進を狙ったテーマになっている。
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・渡辺技術士事務所として

埼玉大学理工学部機械工学の名誉教授
㈱トップテクノ社長
渡辺さん
の3者で作った金属研磨研究会で中小企業支援
を目的にし「医療用の穿刺針の開発、国産化」
を成功させた。
丸刃のノウハウ所持の企業が、県と産学官諸
団体の支援で、開発と実験に邁進した結果で
あり、JSTの産学官連携ジャーナルに掲載さ
れた（右図）。

日本技術士会や若い技術者へ
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・人間関係が第一
・特に幹部や社員との信頼関係が絶対必要
・指導する場合は、自分がその企業の社員になったつもり、
また、それ以上にベストを尽くすこと。

・開発や認定試験の合格など、目に見えるものが残ると幸い。
・指導する企業において、キーパーソンの方々とお付き合い
して、積極的に楽しく業務を行うこと。



渡辺孫也様から教えていただいたこと
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・企業内技術士や独立技術士のいずれの場合でも、あまり
無理をしないこと。基本的には楽しくできること。

・目の前の仕事に全力を尽くすこと。
・人間関係を大切にすること。
・できれば、指導企業を固定できることが望ましいが、
あまり多くを望まないこと。

・何かを始める場合に、人を集めるあるいは同志を募るのを
上手にやる。

・やはり、人望が重要。
・生涯一技術者を目指そう。

渡辺孫也様の御冥福を
お祈りいたします。

2023/3/6











「渡辺孫也様を偲ぶ会」のご挨拶 
　我々の大先輩の渡辺孫也さんが亡くなられました。年末での入院の後の闘病生活を
送られているところまでは存じ上げていたが、突然の訃報に愕然としました。コロナ
前までお元気で、部会でお会いさせていただいていました。コロナで会合形態が変
わったとでも。埼玉県支部の10周年記念式典や記念誌で大活躍されていました。記念
式典に出かけてお会いできなかったことが今となっては本当に悔やまれます。 
　和鐡の勤めていた会社の大先輩で、当たり前のように見ていた工場や設備の企画か
ら立ち上げまで行われていたことは、偲ぶ会で中山さんが紹介してくれた経歴で知り
ました。薄板鋼板や耐サワーラインパイプなどでもご苦労されたと聞いて、自分と重
なる部分も多い大先輩だったと実感した次第です。もっと語りたかった。もっと教え
を乞 いたかった。もっと議論したかった。でも、それも叶わぬ願いとなりました。 

　金属部会で、弔意をどのように表すか、執行役で議論しました。私は、弔電や献花
のようなものではなく、偲ぶ会の記録、皆様の寄せ書きを集めてお渡ししたらどうか
と提案し、賛同頂いた皆さんが定例部会で「偲ぶ会」企画・実行していただきました。
最近オンラインで参加いただいている方々や、新たな参加者に とって、何のことかわ
からないし、仲間内での盛り上がりに見えたかもしれません。しかし、 まだ社会情
勢的にリアルで集まれない現状では、金属部会を支えていただいた大先輩を失った悲
しみを、関係者で分かち合う場としては、最善ではないにしても、現在私たちがとれ
る最良の行動だったと信じています。 

　金属部会に参加いただいている皆様、我々は、技術士としてのCPD活動や情報発信
などに部会活動をフル活用するのはいうまでもありません。その部会を構成するのは
人であり、その部会を支えるのも人です。もちろん、今のようなオンラインやハイブ
リッドの会合 もその一形態ですが、それ以前の、少ない関東圏の方々で、懸命に部
会活動を支えてきてくださった先輩方のご努力も忘れてはならないと思います。最
近、温故知新と銘打って色々古い話もお聞かせ願っているのも、そのご努力の一旦で
も知りたいという思いからです。 

　今回も長くなってしまいました。このあたりで文を閉じたいと思います。渡辺孫也
さん、ありがとうございました。本当にご苦労様でした。先輩が愛し、気にかけてい
ただいていた日本技術士会、金属部会は、我々後輩が、しっかり受け継いでいきま
す。安らかにお眠りください。 

金属部会長田中和明。 



部会員・関係者の寄せ書き 
【渡辺孫也さんを偲ぶ会について】 
▶直接、渡辺孫也氏を存じ上げていませんでしたが、生前のご様子がよく解りまし
た。 
▶故人の業績等は知りませんでした。また後年大学で研究されましたこと素晴らしい
ことだと思います。 
▶良かったと思います。 
▶技術の発展に尽くされたことがよくわかりました。 
▶毎回ありがとうございます。　各部会の動きがわかり　参考になります。 
▶ご退職後、技術士業務をこなしながら大学院を修められたとのこと、大変素晴らし
いと感じました。技術士の鏡のようなお方と感じました。 
▶大変良くまとめられて、渡辺様を偲ぶにふさわしい内容だと思います。ありがとう
ございました。 
▶申し訳なくも、技術士会、金属部会に入ったのが最近で、存じなかったこともあ
り、経歴等ご説明頂戴してようやく理解したため。経歴などのご紹介は有り難かっ
た。 
▶中山副部会長からのお話は、故人への敬意・弔意が良く伝わり、とてもありがたい
ものでした。 
▶深く感謝いたします。　故人のご冥福を心からお祈り申し上げます。 
▶渡辺様の「日本技術士会や若い技術者へ」のアドバイスは、大変ありがたいお言葉
と思いました。 
▶渡辺孫也様は囲碁が大好きで、確か日本技術士会の囲碁の有志の集まりで幹事か世
話役をされていたはずです。自分も一度遊んでいただいたことがありました。ご冥福
をお祈り申し上げます。 
▶偲ぶ会のリモート化の一つのモデルになったのではないでしょうか。 
▶渡辺氏の功績を表した良いスピーチでした 
▶高齢者となって、大学院入学。驚くばかりです。少しでも見習いたいと感じまし
た。 
▶故人にお世話になった、あるいは知っている参加者にとっては、たいへん意味のあ
ることです。 
▶渡辺様については存じ上げていませんが、出来れば、金属部会の発展に貢献され、
且つ、ご存命の方にも過去を振り返る意味の講演の場があっても良いと思いました。 
▶仕事の在り方、自分を見つめなおす機会となった。 



▶若輩者だった私をいつも優しい笑顔で迎えてくれたことが思い出されます。心より
ご冥福をお祈り申し上げます。 
▶昨日は所用があり参加出来ませんでした、これからもよろしくお願いします。 
▶私は、故渡辺孫也氏を存じあげていないのですが、皆様のお話から素晴らしい方が
おられたことを知ることができ、技術士会の繋がりを心強く感じました。 
▶倫理のご講演大変勉強になりました。ありがとうございます。 
▶熱意や探求心、向学心に感銘をうけました。 
▶今後もオール技術士会活動や展示会、討論会、国地方提案活動を！ 
▶全員に対してできることではないと思いますが、渡辺孫也様のお人柄が偲ばれて良
かったと思います。 
▶大変良い視点だと感じました。 
▶故人への弔意の示し方は、一つではない。組織や、皆の置かれている環境により、
工夫があっても良いのではなかろうか。今回のオンラインでの偲ぶ会も一つのやり方
と思われる 
▶日本鉄鋼業界発展の礎を築かれた方の事例で参考になりました。 
▶故渡辺孫也氏の偲ぶ会、中山副部会長の心温まる資料・ご紹介⇒黙祷、素晴らしかっ
たです。 今後も良い伝統として、継続していきましょう！ 



【渡辺孫也さんへの追悼寄せ書き】 
▶直接お会いすることはかないませんでしたが、定年を過ぎてからのアグレッシブな
活動を拝聴して、とても肝銘を受けました。続くような技術士でありたいと改めて思
いました。心からご冥福をお祈り申し上げます。 
▶私も渡辺様のような生き方げできればと思います。ご冥福を祈ります。 
▶昔、孫也様が初めて金属部会に来られた時お話させて頂きました。その後、何回も
話をしました。その紳士的な対応は印象に残っています。本当に残念です。御冥福を
お祈り致します。 
▶技術の発展はじめ技術士会の発展にご尽力されありがとうございます。ご冥福をお
祈り致します。 
▶技術士会、埼玉県支部への大変なご貢献とご尽力に際し、深く謝意を表します。 
▶私は、住友金属和歌山製鉄所に勤務していたとき、鹿島製鉄所でご活躍されている
渡辺様のことをよく存じ上げ、お世話になったことを覚えています。日本技術士会金
属部会では、部会の会合や見学会などでご一緒させていただき、渡辺様の真面目で優
しいお人柄に接し尊敬の念を抱いていました。渡辺様からのお誘いで技術士囲碁会に
入会しました。囲碁会では、互先（たがいせん、ハンディ無し）で対局をし、勝った
り負けたりして楽しいひと時を過ごさせていただきました。今後、渡辺様と対局でき
ないことが非常に残念に思っています。ご冥福をお祈りいたします。小林経明 
▶ご生前のご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表します。 
▶故渡辺孫也様のご逝去の報に接し、謹んでお悔やみ申しあげますとともに、心から
ご冥福をお祈りいたします。故人のご功績は永遠です。後輩技術士として、その志を
引き継いでまいりたく精進いたします。 
▶私は、技術士になって間もないため、渡辺様のことは存じあげませんでしたが、技
術士としてのお仕事のご功績は勿論ですが、紳士的で温和な性格と探究心の凄さの点
は、クライアントとの接し方、あるべき姿を、後輩技術士に教えてくださった方だと
思いました。 
▶渡辺孫也様には親しくご厚誼をいただきました。特に、埼玉県支部の発足にあたっ
て依頼があり当方も埼玉県支部の会員となって微力ながら協力をしたこと、囲碁で一
度だったか遊んでいただいたこと、金属部会創立６０周年記念誌で論文作成にご協力
いただいたことなど色々と思い出す次第です。ご冥福をお祈り申し上げます（新井田
有慶）。 
▶本当に長い間ご苦労様でした。金属部会並びに埼玉県支部では大変お世話になりま
した。渡辺様のお人柄に魅かれてお付き合いさせていただきました。技術士の後輩と
して、頑張って行こうと思います。天国より見守っていてください。 
▶ご冥福をお祈りいたします。 



▶渡辺様の残してくれた偉業・業績を金属部会の後輩の我々が、引き継いで行きたい
と思います。 
▶自身の時代の技術を育て、そして次世代の人材を育ててきた渡辺様のお働きは、今
後何世代にもわたって人類の生活を支えていくと思います。安らかにお眠りくださ
い。 
▶私は長年、アルマイト処理に従事していたことから定年退職を機にその発展の歴史
を調べていたところ、アルマイト技術の工業化を世界で初めて確立したのが日本人で
あることを今になって知りました。改めて、現在の技術が戦前、戦中、戦後の苦難の
中を歩んでこられた先人の努力の上にあることを痛感した次第です。渡辺様も先人の
一人としてご活躍されたことに敬意を表します。まずは、ゆっくりお休みください。 
▶渡辺孫也様の訃報に接し、大変驚いております。いつまでもお元気で長生きしてく
ださるものと思っておりましたので、残念でなりません。共に過ごした日は、今も私
にとって大切な思い出です。心よりご冥福をお祈りいたします。 　”亡き人を終の別
れと弔えど 心は消えずありし面影””　 
▶小生は、浦和市内のとある店で、故渡辺支部長に面会させて戴き、埼玉県支部に入
会させてもらいました。入会後にも、中小企業支援業務のお取り計らいにご尽力を賜
り、誠にありがとうございました。同じ金属部門の大先輩であり、さらなるご指導を
仰ぎたく願っておりましたが、それも今は叶いません。日々前進することをお誓い
し、ご冥福をお祈り申し上げます。 
▶とても温厚な方で、お会いした時の笑顔が思い浮かびます。ご逝去を大変残念に思
います。 
▶存じあげておりませんので、寄せ書きは遠慮させていただきます。 
▶長い間、金属部会にご尽力いただきありがとうございます。ご冥福をお祈りいたし
ます、 
▶私のような新参者が、誠に恐縮なのですが、人との関係を大事にすること。まさし
くその通りだと思います。ありがとうございました。 
▶私（山崎宏）はＩＨＩ時代に鹿島製鉄所にてＡＫ厚板熱処理炉の設置に参画し、そ
の後に、旧日本ステンレス（鹿島）にてローラクエンチの設置を担当し、茨城県鹿嶋
市と縁がありました。その後に孫也さんと会いました。孫也さんは、旧住友金属工業
㈱を経て隣の旧日本ステンレスに居られました。その頃、私は思うところがあり、Ｉ
ＨＩを辞し、技術士試験に挑戦し、技術士になっておりました。孫也さんが技術士で
あることを知り、鹿嶋市に行く用事があったので訪ねました。私の方が若輩でありな
がら、技術士会の内情に詳しかったので、孫也さんの求めに応じて技術士会及び金属
部会の活動などをお話しいたしました。それから、金属部会へ出席されるようにな
り、県支部の設立に尽力され、同支部長に就かれました。孫也さんから技術士会「金
属部会」に参画するようになったきっかけは「貴方」に会ったことですと、お話頂い



たことがあります。結局、旧日本ステンレスでお目に掛かってからコロナ渦の直前ま
での数十年にわたって親しくさせていただき、感謝いたしております。 
▶部会や委員会で相談に乗っていただいた時のいつも温厚な笑顔が忘れられません。 
▶渡辺様が科学技術振興支援実行委員会委員長を退任されてから、何も分からない私
がその後に就任しましたので、委員会運営について、色々と教えて頂きまして、大変
助かりました。またわくわく理科教育の会では、ご一緒に川口高校の実習授業に参加
させて頂きまして、お人柄も加わって、大変楽しい一時をすごさせて頂きました。何
回かの実習授業の帰り道にご一緒に一杯飲みながらお話したのがとても思い出深い印
象として残っております。 
駅とかで出会った時も気さくに声をかけていただくこともあり、気品があって物静か
な渡辺孫也様が思い出されます。謹んでご冥福をお祈りさせていただきます。 
▶これまでありがとうございました 
▶故渡辺孫也氏への「思い出」　奥村 貞雄（1955卒 機械） 
共に、名古屋大学工学部卒という事で、生前は、下記の同窓メンバー共々、良きご交
誼を保ち、続ける事が出来ました。心よりのお礼とご冥福を祈念する次第です。 
　同窓メンバー：(1)故野崎徳彦（1955卒 機械）(2)三浦幸一郎（1957卒 化学）(3)故
佐野健治（1959卒化学） 
①住金鹿島技術部時代、孫さんの上司は、小生の名大同期生(1)でした。ご両者生前
中は、良く話題の交換をしたものです。(1)の偲ぶ会は、孫さんが主催しました。(1)
は、生前、孫さんを良き後継者と、評価していました。 
②孫さんは、埼玉から、よく神奈川へ来ていました。神奈川県支部には、小生の他、
(2)、(3)が、いて、当時支部の要職についていました。孫さんは、視察を兼ねての訪
問でしたが、横浜中華街での懇親は、楽しい意見の交換でした。 
③関東甲信8県支部の設立時、孫さんは、初代埼玉県支部長（故人）を必死に支え、
支部運営を軌道に乗せました。当時、8県支部設立の世話人をしていた小生は、埼玉
へ出掛けては、孫さんを応援したものです。 
思い出は尽きません。孫さんのモットーは、「まじめに、仲良く、強く」だったと思
います。　　　　　以上" 
▶この度のお知らせに大変驚きました。心からお悔やみを申し上げます。 
▶渡辺孫也さん。年末の退院の際に、養生に専念するとのメールをいただき、またお
会いできるものとばかり思っていましたが、それから１ヶ月で帰らぬ人となられてし
まいました。偲ぶ会でのご経歴を拝見し、私の大先輩に当たり、日頃、当たり前のよ
うに見ていた工場を作り上げられたご本人だと知りました。もっと、生きていてほし
かった。もっと教えてほしかった。聞きたいことがたくさんあります。でも、それも
今では叶わぬ願いとなりました。残された我々は、渡辺先輩のあの柔和な笑顔と丁寧
な言葉使いと、静かな物腰の向こうにある、とてつもないご業績を胸に、先輩が導い



てくださった鉄鋼業を金属部会をしっかり支えていきます。先輩、本当にご苦労様で
した。 
▶渡辺孫也様の教え紹介 ①クライアント(企業)と楽しく業務を行う ②目の前の仕事
に全力を尽くす ③やはり、人望が重要 肝に銘じて、頑張ります。 クライアントに尊
敬されるグローバルな生涯一技術者めざし、世の中にないものを産み出していきま
す！ 
▶埼玉在住のこともあり、技術士会入会当初から大先輩の渡辺孫也様には何かにつけ
目をかけて頂き、またお世話になりどおしでした。思い出は数多くありますが、中で
も住金鹿島製鉄所の工場見学が特に印象深く記憶に残っています。おそらく一般の工
場見学ルートには無いバックヤードでの高炉滓の炉外排出現場を目の当たりにしてイ
ンパクトを受けたと共に、この滓がやがて建設骨材に再生されることを思うと大変勉
強にもなりました。この様な機会に巡り合えたのも、ひとえに渡辺孫也様のご尽力が
あってのことと思います。心からご冥福をお祈り致します　　　金属部会　池田大亮
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